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付録３

モルヒネ合計 人口あたり オキシコドン合計 人口あたり フェンタニル合計 人口あたり モルヒネ換算合計 人口あたり

（ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人）

全国

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川

山梨県

長野県

新潟県

静岡県

愛知県

三重県

岐阜県

富山県

石川県

福井県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

＊人口　：　平成19年10月1日現在の人口 （平成20年4月15日 総務省統計局公表） より
＊モルヒネ換算合計　：　モルヒネ換算したモルヒネ、オキシコドン及びフェンタニルの合計
　　（換算比、　　　オキシコドン　：　X 1.5　　　　フェンタニル　：　X 166.7　）　

日本における医療用麻薬の消費量

平成１９年モルヒネ・オキシコドン・フェンタニルの都道府県別人口千人あたりの消費量（厚生労働省調べ）

都道府県
人口

（千人）

平成１９年消費量事 項 提出書類の名称 添 付 書 類 備 考

年間報告 麻薬年間届 な し
毎年 月 日までに、前年 月

日から本年 月 日までの受け払

いおよび本年 月 日現在の所有

量について届け出ること。

毎年 月頃から受け付ける。

麻薬譲渡証・

麻薬譲受証

麻薬卸売業者から麻薬を購入するときは麻薬譲渡証・麻薬譲受証を交換する。

麻薬小売業者

間譲渡許可に

よる譲渡・譲

受

麻薬処方せんの写し及び譲受人が作成した麻薬譲受確認書と譲渡人が作成した麻薬譲渡確認

書を交換する。

患者等へ交付
麻薬を患者等へ交付する時の注意事項

麻薬処方せん

の受付

麻薬処方せん（ファックス処方せん）の受付についての注意事項

麻薬帳簿 麻薬帳簿の記載方法

注意 ・手数料について

手数料は変更になることがありますので、あらかじめ都道府県薬務主管課又は保健所に確認してください。

日本における医療用麻薬の消費量（平成19年）
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モルヒネ合計 人口あたり オキシコドン合計 人口あたり フェンタニル合計 人口あたり モルヒネ換算合計 人口あたり

（ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人）

全国

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川

山梨県

長野県

新潟県

静岡県

愛知県

三重県

岐阜県

富山県

石川県

福井県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

＊人口　：　平成21年10月1日現在の人口 （平成22年4月16日 総務省統計局公表） より
＊モルヒネ換算合計　：　モルヒネ換算したモルヒネ、オキシコドン及びフェンタニルの合計
　　（換算比、　　　オキシコドン　：　X 1.5　　　　フェンタニル　：　X 166.7　）　

都道府県

平成２１年モルヒネ・オキシコドン・フェンタニルの都道府県別人口千人あたりの消費量（厚生労働省調べ）

日本における医療用麻薬の消費量

平成２１年消費量
人口

（千人）
モルヒネ合計 人口あたり オキシコドン合計 人口あたり フェンタニル合計 人口あたり モルヒネ換算合計 人口あたり

（ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人）

全国

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川

山梨県

長野県

新潟県

静岡県

愛知県

三重県

岐阜県

富山県

石川県

福井県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

＊人口　：　平成20年10月1日現在の人口 （平成21年4月16日 総務省統計局公表） より
＊モルヒネ換算合計　：　モルヒネ換算したモルヒネ、オキシコドン及びフェンタニルの合計
　　（換算比、　　　オキシコドン　：　X 1.5　　　　フェンタニル　：　X 166.7　）　

日本における医療用麻薬の消費量

平成２０年モルヒネ・オキシコドン・フェンタニルの都道府県別人口千人あたりの消費量（厚生労働省調べ）

都道府県
人口

（千人）

平成２０年消費量

日本における医療用麻薬の消費量（平成20年）
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モルヒネ合計 人口あたり オキシコドン合計 人口あたり フェンタニル合計 人口あたり モルヒネ換算合計 人口あたり

（ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人）

全国

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川

山梨県

長野県

新潟県

静岡県

愛知県

三重県

岐阜県

富山県

石川県

福井県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

＊人口　：　平成21年10月1日現在の人口 （平成22年4月16日 総務省統計局公表） より
＊モルヒネ換算合計　：　モルヒネ換算したモルヒネ、オキシコドン及びフェンタニルの合計
　　（換算比、　　　オキシコドン　：　X 1.5　　　　フェンタニル　：　X 166.7　）　

都道府県

平成２１年モルヒネ・オキシコドン・フェンタニルの都道府県別人口千人あたりの消費量（厚生労働省調べ）

日本における医療用麻薬の消費量

平成２１年消費量
人口

（千人）
モルヒネ合計 人口あたり オキシコドン合計 人口あたり フェンタニル合計 人口あたり モルヒネ換算合計 人口あたり

（ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人）

全国

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川

山梨県

長野県

新潟県

静岡県

愛知県

三重県

岐阜県

富山県

石川県

福井県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

＊人口　：　平成20年10月1日現在の人口 （平成21年4月16日 総務省統計局公表） より
＊モルヒネ換算合計　：　モルヒネ換算したモルヒネ、オキシコドン及びフェンタニルの合計
　　（換算比、　　　オキシコドン　：　X 1.5　　　　フェンタニル　：　X 166.7　）　

日本における医療用麻薬の消費量

平成２０年モルヒネ・オキシコドン・フェンタニルの都道府県別人口千人あたりの消費量（厚生労働省調べ）

都道府県
人口

（千人）

平成２０年消費量

日本における医療用麻薬の消費量（平成21年）



138

モルヒネ合計 人口あたり オキシコドン合計 人口あたり フェンタニル合計 人口あたり モルヒネ換算合計 人口あたり

（ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人） （ｇ） （g／千人）

全国

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川

山梨県

長野県

新潟県

静岡県

愛知県

三重県

岐阜県

富山県

石川県

福井県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

＊人口　：　平成22年10月1日現在の人口 （平成23年11月25日 総務省統計局公表） より
＊モルヒネ換算合計　：　モルヒネ換算したモルヒネ、オキシコドン及びフェンタニルの合計
　　（換算比、　　　オキシコドン　：　X 1.5　　　　フェンタニル　：　X 166.7　）　

都道府県

平成２２年モルヒネ・オキシコドン・フェンタニルの都道府県別人口千人あたりの消費量（厚生労働省調べ）

日本における医療用麻薬の消費量

平成２２年消費量
人口

（千人）

日本における医療用麻薬の消費量（平成22年）


